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●
可 な りの 高 温 度 に於 て 僅 少 の 蒸氣 壓 を 有 す る物 質 例 へ ば アル カ リ
金 隅 の.ハログ ン化 物 の 如 き もの に於 て も其 の 蒸 氣 壓 の 直撲 測 定 は 本
わ
來 困 難 な る事 とせ られ ☆.從 つ て 文献 に興 へ られ 牝 る數 値 は凡 τ聞
捜 法或 は 動 學 的方 法{Dynamiea1Meth(両に よつfこもの で あ る。 吾 人 の
研究罫 於て 本誌 前輯1、記載 し黝 。き ・2鶴 まで 舎mm皺 の敏感
ヨラ
度 を 有 す る石英 壓 力 指 示 計 の 製・作 に成効 しナこ故 これ を 用 ゐて 鹽 化 ナ
}リ ウマ及 び 鹽tヒカ リ ウ ムの 蒸氣 壓.の測 定 を行 つt:。吾 人 の 知 れ る
範 園 に於 て この 程 度 の 商 温 に 於 て 蒸.氣壓 の 直接 測 定 の 行 は れ 九 るは
この 研究 が 始 めて で あ る と思 ふ。
試 料'
日*藥 局 法 の鹽 化 ナ トリ ウ ムの 飽 翻溶 液 を作 り これ に鹽 化 水 聚 瓦
斯 を 逋 し生 じ牝 る沈 澱 を 取 つ て 室 氣 浴 で乾 燥 し尚 ほ 此 を蝦 堝 の 中 に
赤 熱 して 後Pρ5の 乾 燥 器 の 中 で乾.燥い 二もの で あ る。 鹽 化 カ リ ウム
は カー ル バウ ムの製 品 を 水 溶 液 中 よ り再 結 晶 を行 ひ精 製 した もの を
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壓 力 指示 計
第 一 圏Sに て 示 しナニ形 の 全 部 透 明 石 英 硝 子 を 以つ てixつ実 歴 力 指
示 計rPmゐ4=..指針 の 尖 端 の 微 動 を明 示 す る爲 め に奨 の 部 分 し.雫面
硝 子 の 窓 を 作つ ナニ。 窓 の 下 部 には圖 に示 しナニ樣 の 冷却 器 を 附 しJ一の
は 窓鞘 子 に 川 ゐ3.七メ ンrのY[Yせられ る事 を 防 止 せ ん 爲 めで あ る白.
試 科 の 填 充
∂.
上 逑 の 試 料 を壓 力 揃 示 計 に嗔 充 す るに は先 づ 指 示 計 を燈 の外 に出
し試 将 を指 示wrの球 の 中 に入 れ,球並 に 撥 條 の 部 分 を 約600℃ に熱 し
なか らLnnainuirのポ ンプ にて 引 く事 幅u9時 間 づ Σ一 週 間即 ち傷 時
間 粗績 し?=.こ れ は 試 料並 に石 英硲 子 に 吸 着 せ られ て ゐ る微 量 の 水
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(50)(堀 糒 ・周場日出男)匪 化ナ トリウ▲並に鹽化カリウムの蒸敏壓測窺
この操 作 の 不完 全 の時 は 實 驗緒 果 が 常 に迯 大 の 壓 力 を與 ～ る事 とな
る.こ の操 作 の 間 眞筌 度 は ガ1λ レル皆 の 螢 光 が 殆 ん ど清 えかLる
程 度 と し最 後 の9噂 間 は 指 示 計 と.t'ンブ とを錯 合 せ る途 巾の 硝 子 管
を 一⑳OCに 冷 却 して ガ ィス レル管 に 奄 く螢 光を 鑾 せ な い程 度 と して
壓 力指 示 計 を熔 ヨオ し学二。
温 浴
貰 驗 に使mし 牝 温 浴 は 熔 融 しナニ銀 の 浴槽Bで あ る.こ れ を熱 す る
爲 めに 設 け た る爐 【ま内徑 約7emの 石 英 管 に ニ ク ロ ムを二 重 に途 き之
. 徑々約30
cmの黒 鉛 琳 堝 の 中 に立 て その'hF7完 全 に石 綿 織 維Fで 垠
充 し3二。 その 石英 管 の 中 に深 さ約Rcmの 銀 の 浴 槽 を 入 れ 其 の 上 部 の
湿 度 か 多 少 降 下 す る を防 ぐ爲 め に ニ ク ロ ムを卷 い ずこ素燒 の 圓筒 を 吊
して 温 度 の 調葡 を行 つ ナニ.
・ 測 定 法
上 邇.の電 氣 爐 に電 流 を通 し銀 浴 の 銀 が完 企 に熔 融 しナニ後 指 示 計 の
球 々 銀 浴 の 中 央 に浸 しiooo-cから1?50'Cまで任 意 の 温 度 に於 て 第 一
圏 に示 す裝 置 で 蒸 氣 壓 を測 定 した。 その 測 定 法 は上 述 の 報文 に紀 震.
.し て あ るか ら こ 、r_べ な い。 温 度 の測 定.は2個 のPE一蹴 の感 熱 偶
{Sb,∫aC!,Ag,C'uにて 補 正 をL9二る もの)を川 ゐ九.そ の 一 個 の 先 端 は
銀 浴 の 指 示 計 の球 の 位 置 に置 き他 の一 個 の先 端 は 銀t7ia)上部 指 示 計
の 撥 條 の 位 置 に置 い ナニ。 而 して 撥 條 の 部 分 は 球 よ り常 に約5℃ 高 く
保 つ 様 竜 流 を 調 節 して撥 條 の 内面 に 鹽 の 蒸氣 の 凝 固 す る事 を 防 い だ.
.1000'C以下 の温 度 の 蒸 氣 鱶測 定 は これ を 銀 浴 の 外 に て行 つf二故 幾 分
温 度 の 整一 を缺 い τ ゐ る。SuCIの揚 合8GO'Uまで 測 定 か 出 來 たが




物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.
(捌揚 信 畜・犀橋 日出 易).熨 化 ナ..ト.リウム艶 に慶 化 力.リ1ウ1幽の濱蝋 匪測ti
・ 第 一 ..忍 ∴1..







soa 1, 一3095 X581 一88 is
950 2.5 一?851 8643 一`16 2.7・
900 aLJ 一2635 8781 十18
,【
A/
950 & 一133 579 十74 6.8
991 15. 一21bi 85?A 一ldl 115
1041 2幺5 一烈)08 S6?9 一 一18 215
1091 39・5 一17.52 $62(i 一43 31.0
lldl 61.5 _1543 861 0 61.5
1191 100. 一191 ssss 0 10α0






























































































1 物 理 化 学 の 進 歩Vol、1No.4(1927)
●
4(152)工飆礁 ・馬碕日出易)鬘 化ナト・9'ウi:並に璽.化か那ウ`②蒸氣蘆測詑
上 記 蒸 氣 壓 の.實:測値 を 用.ゐてCLa戚u剰91apeyronの式
TlogP=一1.571・CT.に:よ・,.轟薦芦・ 媒々 嫉 の式・・計飢 て
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鏡 舞 細 三.る如4NaCIの揚舘
∴....㌧ 蒲.1伽.
`髄"ド「
従 つ て蒸.蠻 熱`a:・Q,a39・6]icaL,












.なる解 誰 熱 を 求 め 楼 ふ
。 个 左 鬪 の 如 き 輪 廻 行 を 考 へ る。 即 ち 卩il矚の
14XaC1は 格 子.エ ネ ル ギ ーUに 反 針 して 瓦
〔NaCl⊃ → 〔NuCI〕
鴨 瓏 謬誼 漏詮漏 蹴
冒↓ ↓ と な り
,Qな る 蒸 蜃 熱 に して 氣 臨XaCIと
Nn+CI-F一¥uCl
D瓦 斯 な りDな る 解 離 熱 に て)転 もCレ な る 瓦
斯Tオ ン と な る。 依 つ て 常 に寄
--=U十Q十M
な る闘 係か 戌 立 す る。
uM2
・・Cl搬 轟 跼 …28.・(£蹄1認 匸ザ ・9.5儲}
Kql騾 茎瑞 ・ 8…{・ ・nto,…岬 ・G.・嚇 〕
.嚠
故 にaG7に 針 しτD=19Kcal或 は41.5P.cal
iiClに對 してD』9.↓Ke組 或 はsc.gcal
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.(ui).(堀楊信吉-.・.属場日山男)鹽 イ匕卦 リ弧 豊虚 化刺 虹 疇 糶 測定'
Grin:mの.興へ?二る もの と1Q-90%の 差 異 が あ る.從 つ て 解 雌 熱 の 正
,確.な る値 を 得 る 事 か 困 難 で あ る.
Na61の解 離 .恒薮'
上 にNnCIの 解.蔆熱 を 計 算 しi_か ら其 の 解 離 恒 数 が どの 様 の 程 度
の もの で あ る か 極 め て 概 略 の 計 算 を しz見 樣 と思s.,
〔naCl〕毒==iNa+十C1曹
固髏




pHaに 此 の 艮 應 の 反 應 熱 で




で あ る こaに..UNaαはNnClの 楕 子.エ ネ ル ギ ー を 示 す.
个 瓦 斯.默σ)Na+,Cl一の 如 き イ オ ンは 一 原 子 瓦 駈 と.同様 に 取 り扱 ひ
inる.もの とす る 時 は こ れ 等 の エ ンrロ.ピ ー め 計 算 が 出 來9.。 一 原 子
.友斯 の エ レ ト ロ ピー は 鹽1
　.・ ∫ 嚇
㎝a・ の鰤 ・焔 磋 ・1瑚一晦 ・…)・tの勧.をf・'・・'のユ・下二つ・伽 ・
ゆ
る。 野 以 下 はN・aのrqig"vaatt.epo.=r).s1xl9'!として 恥t・ ㎞ の却,.ら計
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即 ち
〔堀 場 信吉 燭冠1「日 出 男)璽 化 ナ ト.リウム並 にg・1ヒカ リウム.の蒸 氣 壓 測定(JJ)
xa+,.Cトの 各 一 モ ル の エ ン ト ロL一 ・の 和 は
.s貫(燭ptnT-R♂'ゆ十.s。
サ ド




・S・ 5R1・研2Rど ・ p+茗R'・ ・23・+7R」'i35・46一八x3・66
各 イ ォ ン が1一氣 壓 の 際 は3F:lnpの頂 は 淌 失 す る。
彡くに 固 艘RaCIの エ ン トロ ピ.一を 計 算 す る。
E(N.aCl〕・∫:C・dl・・T-9・・∬ ・岬 … ガ 似 …gT
N。OICOエvV。 三ピ_はD・by・ の 式 し・從 ひ 計3,:か出asそ の25・6》の 値iま
告S。.。 一S、72.αLl.d・g一・
凵
今(C厂C,}を 無 覗 し且 っ25℃ 以 上 の 比 熱 はDL」Ongl'etitの式 に 從 ふ
ヨコ
と假 定 す るG(Mag1乳u・の 測 定 に!はIS一763℃の 間C=13。33と與 ぺ て ゐ る.
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これ に依つ て800`Cに於 てaG7の イ オ ン解 離.は殆 ん ど無 硯 す べ.き
.程度 な る事 が 解
る。 融 解 黙 以上 に於 てsの 計3!=t.は熔 融 鹽 の比 熱 が
必要 で あ る。 然 し其 の 依 るべ き數 値 を 文 献 に見 出 さ ない。 これ 等 の'
計算.並に賽驗 的證 明 は 後 日に譲 り.たい と思 ふ.
.概要
.
¥uCL並にKα の.1350℃に至 るii藍氣 歴 を 直 接 に測 定 した。
蒸 氣壓 の數 値.から其 の 蒸 袞 熱 を計算 した,尚 ほ其 等 の臨 の解 離 熱'
並 に解 薩 恒 數 の値 の慨 念 を奥 ヘナ;.
昭 和 二 年 九 月 化 學 研 究 所 に於 て
附 記3叩 刷 後Gr1【nmu.H體 π倔11
('L｢it:PIIア㍉19.艮[〕,Ms's)が 格 予 工fiル ギ ー と し て
UN慮 旨1SIKC昌
UKq昌]6:IKey艮
と.興 、 て ゐ る を 知 つ た・ 此 の 値 を 取 るsSr .逋.の
1}」'.算二♂よ 幾 分{直 を 異1く 一ナ るo
一(播6)一
L.
